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Ⅰ.イベント部会報告書（部会長 池辺 美紀） 

 

1. 川を理解し水辺で安全に楽しもう（宮崎県河川課 水辺の活動応援事業） 

川の自然の素晴らしさを理解し、川遊びを安全に楽しむためのスキルを学び活動する。 

また、事故事例を知り、もしもの場合を想定したロープレスキュー体験を行った。 

ライフジャケットの正しい装着方法を学び川流れで川の楽しさを知ることと同時に流れの危

険を学んだ。保護者からは、もしもの場合の、心の準備の大切さがわかったという声があっ

た。宮崎学園中学校の先生から、渓流での自然体験や水辺の事故防止体験をさせたくてもな

かなか先生だけでは難しいので専門の指導をしていただいて有り難いとの声があった。 

開催実績：7月21日（日）   84名 サイキグループ 

7月25日（木）   49名 青空児童クラブ 

       7月26日（金）   56名 みんなのおうち 

       7月28日（日）   42名 沖水チルドレン 

       8月4日 （日）   83名 宮崎市中央西まちづくり委員会  

        9月6日 （金）  100名 宮崎学園中学校           計414名 

実施内容：① 自然の豊かさと水質を知る② 安全に活動するための理解 

③ もしもの場合の訓練 

   
2. 水辺の安全利用講習会（国交省：河川水辺利活用支援他事業） 

水辺の安全利用について住民に広く伝えるため、住民団体等の構成員、行政職員、その他子

ども会の役員など子ども達と屋外での活動を行う立場にあるひとを対象として、水辺の安全利

用講習会を実施した。 

座学では、河川に内在する危険個所、浸水避難時の身の守り方、過去の水難事故事例や、

浮力や水流による水の特性、活動装備品の正しい装着を学んだ 

フィールド訓練では、チーム編成での渡河訓練、ロープレスキュー訓練を行った。 

開 催 日：令和6年7月18日（木） 

場 所：座学 高岡交流プラザ会議室   実習 大淀川・浦之名川河川敷 

参加人数：21名 

座学講師 杉尾代表 池辺理事 フィールド訓練指導 池辺理事、松本理事、北林氏  

   
3. 「豪雨災害を減らすシンポジウム」の開催（国交省：河川水辺利活用支援他事業） 

令和 4 年台風 14 号時に発生した都城市内の内水氾濫を教訓にして、流域のみんなで雨水を

上手に貯めることで被害を減らすさまざまな事例を紹介し、安全な生活を送るための方策につ

いて、流域住民の皆様と一緒に考えることを目的として、流域治水のシンポジウムを開催した。 

実 施 日：令和 6 年 6 月 1 日（土） 

場 所：宮崎市民プラザ 4 階ギャラリー 

参加者数：85 名 
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4. 九州河川協力団体講習会への参加（国交省：河川水辺利活用支援他事業） 

九州各地域の防災・環境教育・地域づくりなどの情報共有、活動における安全管理の充実な

ど委託を実施する上で必要な河川の基礎知識等を習得するための講習会に参加した。 

開催日：令和 7 年 1 月 27 日（土）～28 日（日） 

会 場：福岡第二合同庁舎 2 階共用会議室 

参加者：池辺美紀、北林雅史 

 

5. 大淀川に生息する絶滅危惧植物の保全（河川財団） 

河川整備計画の改修で掘削される予定地に生育している絶滅危惧植物タコノアシの移植と、

競争種の伐採等の保全活動を実施した 

第１弾 5 月 25 日（土）140 名 

第 2 弾 9 月 28 日（土）48 名 

観察会 10 月 14 日（月・スポーツの日）45 名 

   
6. 宮崎・川ゴミ削減プロジェクト （DELL） 

開催日：9 月 29 日（日） 46 名 

カヌー体験と絶滅危惧種の観察会と保全活動を実施した。 

カヌー体験では、市役所下の階段護岸をスタート・ゴールとして、カヌーに乗って経験した

人しか感じられない、郷土母なる川大淀川の美しさを体感し、大淀川に生息する絶滅危惧種

の観察会と草刈りを行った。 

   
7. 宮崎元気体験プログラム（宮崎市観光協会） 

開催日：10 月 9 日（水）60 名 

大阪府立八尾高等学校 
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8. 大淀川流域一斉クリーンアップ 2024 上流・下流編 

ふるさとの川・大淀川を大切にする意識を醸成し、自然のありがたさや尊さ、その環境保全

の大切さに対する意識の高揚を図り、環境にやさしく美しい社会づくりを推進することを目的

として、大淀川クリーンアップを実施した。 

大淀川上流域を河川協力団体の都城大淀川サミットが担当、下流域を大淀川流域ネットワー

クが担当し、上流下流で連携して清掃活動の範囲を拡大し実施。 

当日は雨模様で下流は中止。上流は開催。 

実 施 日：令和 6 年 10 月 26 日（土） 
9. 水辺で乾杯 

ミズベリングの一環で、九州全域で７月 7 日７時 7 分７秒に

乾杯しました。 

開催日：令和 6 年 7 月 8 日（月） 

場 所：大淀川天満橋上流 せせらぎ水路 

参加 約 48 名 

10. 大淀川フェス 2024（水辺の文化祭） 

川を活かした社会実験「ミズベリング」の社会実験のひとつとして、「水辺の文化祭」とい

う形で「自然を知る・学ぶ」としたイベントを中心に開催した。せせらぎ水路を活用した社

会実験。降雨体験機や移動ポンプ車の展示もあり流域治水の PR も行った。 

開催日：令和 6 年 10 月 14 日（月） 

場 所：大淀川せせらぎ水路広場（宮崎天満橋 付近） 来場者約 500 名 

   
11.  九州「川」のワークショップ in 長崎 

長崎県長崎市で開催された、第 23 回九州「川」のワークショップ in 長崎に参加。 

開 催 日：令和 6 年 11 月 30 日（土）～12 月１日（日） 

場  所：長崎大学（長崎県長崎市） 

  
12. 九州河川協力団体連絡会議 

顧問 杉尾哲  流域世話人兼マネージャー 早瀬盟子 サポーター 池辺美紀 

○マネージャー会議  

○九州河川協力団体連絡会議 役員会  

○九州河川協力団体連絡会議 全体会：令和７年 3 月 3 日（福岡市） 

13. 九州河川みらい会議 

九州の河川で活動する団体の若手と、国土交通省職員の若手が交流し、河川協力団体や流域

治水の基礎知識や川活動のスキルを身につけるため開催 

主催 九州河川協力団体連絡会議、 共催 国土交通省九州地方整備局 

開催日：令和 6 年 5 月 25 日～26 日 

会 場：熊本県阿蘇市 YMCA 阿蘇キャンプ場 白川わくわくランド 

池辺美紀講師、北林雅史が参加 
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14. 発足 20 周年記念式典・祝賀会 

「大淀川を昔の清流に戻そう」と流域内の住民等が参加して、平成 16 年 4 月に当団体が発足してか

ら、早いもので来春に発足 20 周年を迎えることとなりました。これまで、広報誌の発行、流域全体で

のゴミ拾いや水質調査、下流域での絶滅危惧種の保全、水辺自然体験イベントの開催、各種講習会や

研修会の開催等を行ってまいりました。 

これらの川に親しみながら環境保全の大切さを伝える取り組みなどが評価されて、これまでに「平成

26 年度九州地方整備局国土交通行政功労 局長表彰」、「平成 27 年度水資源功労者 国土交通大臣

表彰」、「令和 3 年度地域環境保全功労者 環境大臣表彰」などをいただきました。これも、ひとえに

会員の皆様や当団体と協働頂いた様々な主体のご支援ご協力の賜物と感謝申し上げます。 

九州地方整備局 河川部長 浦山洋一様を御来賓として、お迎えし御挨拶をいただきました。 

ご多用の中、多数の方々にご出席いただき、ありがとうございました。 

開催日時：令和 6 年 5 月 11 日（土） 

場  所 ：ＭＲＴミック エメラルドホール 

参加人数：57 名 

   
 

考察 

イベント部会では 14 項目、のべ 24 回、参加者約 1,500 名の事業を開催できた。 

国土交通省の河川協力団体として 99 条委託を受け「水辺の安全講習会」「豪雨災害を減らすシ

ンポジウム」「希少生物など水辺環境の保全」を実施。安全講習会では水辺でより安全に活動す

るための指導者育成ができ、シンポジウムでは流域治水の重要性の周知ができた、また希少生

物の保全では、大淀川の希少生物の保護活動を行うことができた。 

宮崎県河川課の水辺活動応援事業では、約 414 名の子ども達に川遊びの楽しさと安全な活動

を伝えることができ、同時に保護者へ水難事故に合わないようにするための準備などを周知で

きた。 

水辺の文化祭では、大淀川の河川空間をゆったり楽しむことを目的に開催。多くの方に大淀

川河川敷を散策してもらいその素晴らしさを伝えることができた。同時に国土交通省協力で降

雨体験機、大型ポンプ車の展示もあり流域治水の重要性の周知もできたところである。 


